
商工観光労働企業委員会会議記録

商工観光労働企業委員長 衛藤 博昭

１ 日 時

令和２年９月２４日（木） 午後１時００分から

午後４時０５分まで

２ 場 所

第６委員会室

３ 出席した委員の氏名

衛藤博昭、今吉次郎、土居昌弘、麻生栄作、成迫健児、玉田輝義、末宗秀雄

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

太田正美

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

商工観光労働部長 高濱航、企業局長 工藤正俊 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第８０号議案のうち本委員会関係部分及び第８８号議案から第９０号議案までについて

は、可決すべきものといずれも全会一致をもって決定した。

（２）第５号報告のうち本委員会関係部分については、承認すべきものと全会一致をもって決

定した。

（３）県内所管事務調査のまとめとして、執行部から報告を受けた。

（４）令和２年７月豪雨の被害状況について、公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所

の経営状況を説明する書類の提出について、大分県長期総合計画の実施状況について及び

新型コロナウイルス感染症への対応についてなど、執行部から説明を受けた。

（５）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。

（６）県外所管事務調査について、今年度の実施は中止とし、県内所管事務調査を実施するこ

とを決定した。

（７）参考人招致について、協議した。

９ その他必要な事項

な し



１０ 担当書記

議事課委員会班 主任 曽我由香里

政策調査課政策法務班 主幹 清水恵子



商工観光労働企業委員会次第

日時：令和２年９月２４日（木）１３：００～

場所：第６委員会室

１ 開 会

２ 企業局関係 １３：００～１３：２０

（１）諸般の報告

の被害状況について①令和２年７月豪雨

（２）その他

３ 商工観光労働部関係 １３：２０～１５：５０

（１）付託案件の審査

第 ８０号議案 令和２年度大分県一般会計補正予算（第６号）

（本委員会関係部分）

第 ５号報告 令和２年度大分県一般会計補正予算（第５号）について

（本委員会関係部分）

第 ８８号議案 大分県新型コロナウイルス感染症対応中小企業事業資金調達支援基金

条例の制定について

第 ８９号議案 大分県産業振興条例等の一部改正について

（総務企画委員会へ合い議）

第 ９０号議案 職業能力開発校等の行う職業訓練の基準等を定める条例の一部改正に

ついて

（２）県内所管事務調査のまとめ

①サテライトオフィスとワーケーションの現状について

（３）諸般の報告

①公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所の経営状況を説明する書類の提出について

②公益財団法人日田玖珠地域産業振興センターの経営状況を説明する書類の提出について

③大分ブランドクリエイト株式会社の経営状況を説明する書類の提出について

④公益財団法人大分県総合雇用推進協会の経営状況を説明する書類の提出について

⑤県有地の信託に係る事務の処理状況を説明する書類の提出について

⑥大分県長期総合計画の実施状況について

⑦新型コロナウイルス感染症への対応について

⑧令和２年７月豪雨に係る被害と対応状況について

⑨宇宙港について

（４）その他



４ 協議事項 １５：５０～１６：１０

（１）閉会中の継続調査について

（２）県外所管事務調査について

（３）県内所管事務調査について

（４）参考人招致について

（５）その他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから商工観光労働企業委衛藤委員長

員会を開きます。

本日は、委員外議員として太田正美議員が出

席しています。

委員外議員の方が発言を希望する場合は、委

員の質疑終了後に挙手し、私から指名を受けた

後、長時間にわたらないよう要点を簡潔に御発

言願います。

進行状況を勘案しながら議事を進めていきま

すので、あらかじめ御了解願います。

本日審査いただく案件は、議案４件、報告１

件です。

それでは、これより企業局関係に入ります。

執行部より報告をしたい旨の申出があります

ので、これを許します。

①の報告をお願いします。

７月６日から８日にかけて九州本林工務課長

付近に停滞した梅雨前線の影響で、広い範囲で

記録的な大雨となった令和２年７月豪雨による

企業局施設の被害状況について報告します。

なお、９月６日から７日にかけて九州に接近

した台風１０号ですが、幸いなことに企業局施

設に大きな被害はありませんでした。

それでは、お手元に配付のＡ３横長の資料、

令和２年７月豪雨の被害状況についてで御説明

します。

地図中の文字が見にくくて申し訳ありません

が、地図の中央やや下にあるのが芹川ダムです。

そして、その左及び左斜め上辺りの赤いマルで

囲っているのが、今回大きな被害を受けた企業

局施設です。

最初に、左上の２枚組の写真、別府発電所導

水路側壁倒壊を御覧ください。左上に①とある

のが被災直後の７月９日に撮影したもので、周

囲の土地に染み込んだ大量の雨水により、導水

路の壁が押し倒された状況です。この導水路は

企業局の発電用水だけでなく、別府市の飲料水

の原水、そして農業用水を送水しています。農

業施設災害復旧事業で行おうとすると、どうし

ても事前の災害査定などに時間がかかってしま

うため、その右の②の写真のとおり、被災から

２週間後には企業局においてモルタルによる仮

復旧を行いました。

次に、③の写真、別府発電所導水路水路橋流

失を御覧ください。③が被災前の写真ですが、

沢を渡るようにかけていたコンクリート製の水

路橋が、④被災後と書かれた写真のとおり、増

水した沢の水により跡形もなく流されてしまい

ました。黄色い点線が元々橋があった所です。

早急に送水を再開すべく、⑤の写真のとおり、

鋼材で製作した仮設の橋により８月７日には仮

復旧を終え、ひとまず正常な状態に復旧してい

ます。

なお、農業用水はもとより、別府市の飲料用

原水の送水は待ったなしということで、これら

仮復旧完了までの間は、河川管理者などと協議

の上、被災施設の下流側の小挾間川より暫定的

な取水を行い送水を継続しました。本格的な復

旧は今後、農業施設の災害復旧事業にて行われ

る予定です。

次に、⑥阿蘇野川発電所護岸流失を御覧くだ

さい。⑥が被災前の状況ですが、下の⑦が被災

直後の写真です。⑥の被災前の写真中央付近に

護岸とありますが、この護岸が⑦の写真のとお

り全て流失し、発電所の壁がむき出しになりま

した。河川の流れも御覧のとおり発電所寄りに

変わってしまいました。水力発電所は地下部分

が深いこともあり、直ちに建物への影響はない

と考えていますが、今後の台風などの出水でさ

らに崩れることを防ぐため、現在は写真⑧のと

おり、河川に堆積した土石を利用して河川管理

者により仮堤防が築かれました。今後、大分土

木事務所による河川護岸復旧とあわせ、発電所

敷地部分の復旧を行いますが、完了は令和３年

度の見込みで、それまでの間は発電を停止せざ

るを得ない状況です。
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⑨の写真は、阿蘇野川発電所取水設備です。

幸いなことに設備の損傷はありませんで、流木

等は既に撤去を終えています。⑩は被災前の通

常の状態です。

最後に、花合野川発電所取水設備の被害状況

です。こちらも別府発電所と同様、農業用水と

の共同使用となっています。

⑪が被災前の通常の状態、⑫が被災直後の７

月９日の状況ですが、大雨で路上に停めていた

トラックが流され、取水口前を塞いだ状態にな

り、取水できなくなりました。報道でもありま

したが、⑫の写真の右側にある県道も一部が流

失しました。

下の⑬が９月８日の状況ですが、大分土木事

務所により既にトラックは撤去され、県道の一

部も大型土のうをコンクリートで覆った仮復旧

を終えています。

なお、取水口から発電所までの水路にもかな

りの土砂が流れ込みましたが、共同使用してい

る土地改良区の方と協力して除去作業を行い、

被災から２週間程度で送水は再開し、発電は８

月３１日から再開しています。

以上が企業局施設の主な被害状況で、復旧費

用は概算ですが、総額で２億円程度、その半分

程度が企業局負担となる見込みです。

今後、関連する機関などと協議しながら、出

水期が終わり次第、本格的な復旧作業に取りか

かる予定です。

ありがとうございました。以上で衛藤委員長

説明は終わりました。

御意見、御質問等あればお願いします。

復旧費は１億円ぐらいだけど、水力末宗委員

発電の被害額は大体どのくらいですか。

水力発電の被害額は電力に関す本林工務課長

る被害額。（「発電量」と言う者あり）そうい

うことですね。

さきほど説明したとおり、阿蘇野川発電所に

ついては、被害からまだしばらくは発電が再開

できないので、今年度１年間に関しては５，１

３７キロワットアワーほど発電ができない状況

です。

花合野川発電所については、８月３１日に復

旧できたので、７３万８千キロワットアワーぐ

らいが発電できなかったということで、金額に

直すと、約１，９００万円ちょっとの減収を見

込んでいます。今年度の電気事業、当初予算の

総額に当てはめ、約０．７７％減収です。

よく理解できなかった。単位がよく末宗委員

分からない。これは７、８円で売っているはず

だから、ちょっとそこらあたり５千何ぼという

のが単位が分からなかった。

５１３万７千キロワットアワー本林工務課長

です。申し訳ありません。５１３万７千キロワ

ットアワーが減電の見込みです。

それと九州電力との現在の契約で、従量分が

１キロワットアワー当たり税込みで３．３円と

いう計算です。現在の契約は定額分と従量分の

二つの電気の計算になっています。

大体キロ７、８円ぐらいじゃなかっ末宗委員

た。それが３．３円、よく分からん。

発生する見込電力量を総収入で本林工務課長

単純に割った部分については９円ほどになりま

すが、契約の内容はそのうち定額分として発電

量にかかわらず収入としていただく分と、１キ

ロワットアワー当たり税込みで３．３円の従量

分という二つの計算による契約で九州電力と電

力の契約を結んでいます。

ということは、流出しても３、４円末宗委員

はもらえるわけ。（「逆やろ」と言う者あり）

３．３円というのは従量分なの本林工務課長

で、発電できないと料金としていただけないこ

とになりますが、差引きの……

もらえる分は何。末宗委員

差し引いた７円弱ぐらいでしょ本林工務課長

うか。（「その分は何だったかな」と言う者あ

り）定額分として九州電力と契約している分で

す。

契約だけしていたら、流出しても、末宗委員

何もなくてもくれるわけね。

これまでの九州電力との契約は本林工務課長

そうなっていますが、今、九州電力と随意契約

をしていて、今後それがなくなったときには、

また料金体系は変わってくると考えています。

なくなったらって、なくなる可能性末宗委員
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がありますか。半永久的に今、水力は再生可能

エネルギーを作っているから、恐らく３７円か

３９円か知らないけど。再契約がなくなる方向

になるとどうなるかな。

これまでは九州電力と当初から本林工務課長

の契約を引き継ぐ形で定額分と従量制という料

金体系で契約を続けていますが、現在、発電所

のリニューアル事業を行っており、これがＦＩ

Ｔによる契約に変われば、当然全量が従量制に

変わることになり、現在の九州電力との随意契

約をやめて一般競争入札になれば、これもまた

全量従量制になる可能性があります。

７月豪雨災害は本当に御苦労でした。麻生委員

導水路の応急復旧とかは、既に終わっていて、

今具体的な復旧方法を拝見して、技術的にも急

いで用水確保の部分で頑張ったことはよく分か

りました。

同じように農業用水で大変苦労しているので、

企業局は早く用水を確保するノウハウ、技術を

お持ちだと思うので、ぜひ農政とも情報共有し

ていただき、このような形で用水を確保できる

ことを伝えて、やっていただければありがたい

のでお願いします。

それから、今回の豪雨で農業の用水確保のた

めに、企業局が持つポンプをフル稼働で早急に

配置をしていただき本当にありがとうございま

した。

同様に今回、復旧計画、あるいは災害時の何

計画だったか、等々を見たとき、こうした用水

確保のためのポンプの備蓄を各市町村でやって

いるところとやっていないところがあるような

ので、毎年１億円ほどの地域貢献事業として予

算確保いただいていますが、そういった中で市

町村とも協議していただきたい。各自治体で災

害時の農業用水を確保するためのポンプを備蓄

しているかどうかにより、その直後の対応は雲

泥の差があると思うので、そういった部分につ

いてもぜひ一度関係部局とも協議して検討いた

だくようお願いします。

要望でよろしいですか。衛藤委員長

はい。麻生委員

私から１点お伺いします。衛藤委員長

先日、臨海工業地帯のとある企業と話したと

き、今ＳＤＧｓの関係でＥＳＧの投資家の皆さ

んからＣＯ２フリーの電気を使うよう要求があ

るという話をしていて、某大手電力会社から非

常に高い値段を言われて大変だと。その辺のニ

ーズとか声は、今、企業局にどれぐらい届いて

いますか。具体的にそういう話が企業側からあ

ったりするのかと、今のＳＤＧｓの流れを企業

局としてどのように捉えているか、教えてくだ

さい。

企業から直接具体的には余り聞塩月総務課長

いてないですが、他県では九電以外の電力会社

からそういった声が非常に大きいので、大分県

でもどうですかという話は聞いています。

分かりました。ありがとうござい衛藤委員長

ます。

また、工業地帯の企業は電力使用量もかなり

大きいですし、その分料金も大きくなってきて

います。そういったニーズも、これから地域の

競争力を持たせる中で必要になってくると思う

ので、そういった声にも積極的に耳を傾けてく

ださい。要望です。

委員外議員の方、御質問等あればお願いしま

す。

今、麻生議長からもありまし太田委員外議員

たが、今回の災害でも農業用水が破損して、企

業局のポンプを使いましたが、そのほかに消防

が持っているポンプを緊急的に使える市町村と

使えない市町村があるようです。消火活動しか

使えないところと、そういうときに使えるよう

に玖珠町あたりは昔から制度としてできている

など、バランスが県内一律じゃないと話を聞い

たので、緊急時に使えるような方策ができると

いいかなと。ただ、玖珠町がしているのが……

あれは消防ポンプじゃない。備蓄し麻生委員

ている。

備蓄ですか。太田委員外議員

防災計画の備蓄でちゃんと準備して麻生委員

いる。だから、それを企業局が地域貢献として

自治体に対してやったらどうかというのがさっ

きの話です。基本的に消防はだめです。

いや、私が聞いているのは、太田委員外議員
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現実には消防が機械器具点検ということで使っ

て、方便だろうけど放水先がたまたま田んぼだ

っただけで、何かその辺があるようです。それ

はそれとして、少しそういう部分も各自治体が

ちゃんと持っているとすごく助かるなと今回痛

切に感じたので、よろしくお願いします。

要望でよろしいですか。衛藤委員長

はい。太田委員外議員

それでは、御検討のほどよろしく衛藤委員長

お願いします。

ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、これ衛藤委員長

で諸般の報告を終わります。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも衛藤委員長

ちまして企業局関係を終わります。

執行部は御苦労さまでした。執行部が入れ替

わるので少々お待ちください。

〔企業局退室、商工観光労働部入室〕

これより商工観光労働部関係に入衛藤委員長

ります。

本日は委員外議員として太田正美議員に出席

いただいています。

それでは審査に入ります。

初めに、付託案件の審査を行います。

第８０号議案、第５号報告及び第８８号議案

は関連しているので、まとめて説明をお願いし

ます。

まず、第８０号議案令和２年度大分県一般会

計補正予算（第６号）のうち、本委員会部分に

ついて、執行部の説明を求めます。

商工観光労働部長の高高濱商工観光労働部長

濱です。皆さまにおかれては、商工観光労働行

政をはじめ県政の諸課題に対し御尽力を賜り、

誠にありがとうございます。

本日は、付託案件５件、所管事務調査のまと

め、諸般の報告９項目について御説明します。

項目が大変多いですがよろしくお願いします。

まずは、第８０号議案令和２年度大分県一般

会計補正予算（第６号）及び第５号報告令和２

年度大分県一般会計補正予算（第５号）のうち、

商工観光労働部関係について御説明します。

初めに、令和２年度大分県一般会計補正予算

（第６号）、９月補正予算について御説明しま

す。

お手元のｉＰａｄの１番のデータ、商工観光

労働企業委員会資料の１ページをお開き願いま

す。

補正予算の概要です。表の上から２番目

（Ｃ）の欄にあるように、総務費において６，

３３０万９千円の増額、その二つ下労働費にお

いて８，６９８万７千円の増額、さらにその四

つ下商工費において３０１億４，４８１万８千

円の増額補正予算を立てており、合計で表の一

番下の（Ｃ）の欄３０２億９，５１１万４千円

となります。

これらの予算は主に新型コロナウイルス感染

症の影響を受けながらも、新しい生活様式を踏

まえた社会経済活動の再活性化を促進するため

のものです。詳細については、担当課から御説

明します。

同じ資料の７ペー渡辺商工観光労働企画課長

ジを御覧ください。

以降は、補正予算説明書より商工観光労働部

関係部分を抜粋しているのでよろしくお願いし

ます。

事業名欄上から２番目中小企業・小規模事業

者応援金給付事業費２９億１，１１０万円です。

この事業は、新型コロナウイルス感染症によ

る影響の長期化が懸念される中、事業の継続、

雇用の維持や新しい生活様式の実践に取り組む

県内の法人や個人事業者に給付する応援金を増

額するとともに、給付済みの事業者に追加給付

するものです。制度資金等の融資を受けて、初

めて応援金の給付を受ける法人には５０万円、

個人事業者や本年に入り創業し災害時小規模事

業者等持続化支援事業の採択を受けた方には２

５万円を給付します。また、既に応援金の給付

を受けている法人には２０万円、個人事業者や

創業者には１０万円の追加給付を１０月中旬く
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らいから始めたいと考えています。

続いて、同じページ馬場経営創造・金融課長

の二つ下、中小企業金融対策費いわゆる県制度

資金に関する予算２６２億２３２万９千円です。

新型コロナウイルス感染症の影響により、県

内中小企業・小規模事業者の資金需要は依然と

して高く、８月２８日現在のコロナ関連の県制

度資金利用実績は９，７６０件の１，２３１億

円であり、融資金額は、昨年度の県制度資金利

用実績の４倍を超えています。そのため、県制

度資金の融資枠を１，７５０億円に拡大し、貸

付原資の一部を指定金融機関に預託するととも

に、大分県信用保証協会に対し、保証料軽減額

の一部を補助するものです。

なお、県制度資金のうち新型コロナウイルス

感染症緊急対策特別資金に係る令和２年度から

令和７年度分の保証料軽減補助経費は、国の新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金の対象となることから、これを財源にしてい

ます。そのうち、令和３年度から令和７年度分

の約９億６千万円については、国の交付金要綱

に基づき、この事業に係る基金を造成する必要

があることから、後ほど御説明しますが、大分

県新型コロナウイルス感染症対応中小企業事業

資金調達支援基金設置の条例案を予算案とあわ

せて御審議いただきたく、本定例会に提案して

います。

続いて、商工観光労働企業委員会資料の１３

ページをお開きください。

債務負担行為の変更分ですが、事項欄の一番

下、信用保証協会の中小企業制度資金の貸付け

に伴う保証料率軽減に対する補助１３億７７６

万１千円の増額です。

これは、既に設定している保証料率軽減補助

に要する債務負担額１３４億５，７７９万９千

円に、新型コロナウイルス感染症緊急対策特別

資金に係る保証料軽減補助経費分について、債

務負担行為を追加設定するものです。

続いて、商工観光労働企業稲垣工業振興課長

委員会資料の９ページにお戻りください。事業

名欄上から３番目ものづくり中小企業コロナ危

機対応再興支援事業費５億円です。

この事業は、新型コロナウイルス感染症の影

響により、１か月の売上げが１０％以上減少し

たものづくり中小企業に対して、売上げを回復

させる事業再興計画を策定していただき、その

計画に基づいて、新規分野への挑戦や新たな顧

客開拓のため、設備投資、研究開発、販路開拓

など前向きな取組を行う企業に対し、必要な経

費を助成するものです。なお、この事業は、６

月補正で約５億円の予算を御承認いただいたも

のですが、７月３１日の第１次締切において１

３８件、約６億円もの認定申請があり、締切後

も企業からの問合せが続いたため、事業継続や

前向きな投資を実施するものづくり企業を支援

するため、補助金の枠を５億円から１０億円に

拡充します。

続いて、同じページの一小石新産業振興室長

つ下ドローン産業振興事業費９，７００万円で

す。

この事業は、コロナ禍における地域課題の解

決に向け、新しい生活様式に沿ったドローンの

活用を推進するため、離島等条件不利地域の診

療所において遠隔診療と組み合わせたドローン

による医薬品の配送実証を行うものです。また、

新型コロナウイルス感染症の軽症者等を受け入

れる宿泊療養施設において食事配送業務等での

無人ロボット導入を実証するなど、ドローン技

術の実用化等への取組を進めます。

続いて、一御手洗商業・サービス業振興課長

つ前の資料８ページにお戻りください。

事業名欄一番上、県産品ＥＣ販売拡大支援事

業費１億７，７９５万７千円です。

この事業は、新型コロナウイルスの感染拡大

に伴いＥＣ市場がますます拡大していることか

ら、複数の大手ＥＣサイトで大分県のＷｅｂ物

産展を開催し、３０％割引のクーポンを発行し

て、県産品の販売をさらに促進するものです。

続いて、同じページの一つ下フラッグショッ

プ活用推進事業費６，０７３万１千円です。

この事業は、坐来大分が入居しているビルの

建て替えに伴い、別の物件に移転する必要が生

じたことから、その物件の賃貸借契約を締結す

るために必要な敷金５，０７３万１千円と、テ
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ーブルや椅子等の備品整備費用１千万円を計上

するものです。

坐来大分は、食に情報をのせてをコンセプト

に、食や観光など大分県の情報発信拠点として

平成１８年４月に開設し、今年で１５年目を迎

えましたが、現在入居しているビルが老朽化に

よる建て替えを行うことになり、ビル管理者か

ら、来年３月までに退去してほしいと本年７月

に正式通知がありました。

資料の１４ページをお開きください。

坐来大分の移転に関する補足資料です。移転

候補地として、有楽町にあるヒューリックスク

エア東京の３階を考えています。

次のページ、１５ページの地図を御覧くださ

い。右上の赤四角で囲んだ①が現在の店舗、中

央やや上の赤四角で囲んだ②が移転先となりま

す。現在の店舗は、オフィスビルの８階で場所

も分かりにくいという声もありましたが、移転

先物件は数寄屋橋交差点の近くで分かりやすく、

ＪＲ有楽町駅から徒歩３分、地下鉄銀座駅から

１分とアクセスも非常に良い所です。

家賃については、現在の年間約３，１９８万

２千円から５，５８０万５千円と高くはなりま

すが、築２年と新しく、広さも約３０坪ほど広

くなり使い勝手も良くなります。

次のページをお開きください。

物件の外観写真です。②の写真が分かりやす

いですが、新しい商業ビルの３階に予定してい

ます。１階から３階までが飲食店やブティック、

４階から１３階がホテルです。②の写真のよう

に、人通りが多い大通り側の壁面には、坐来大

分のロゴを大きく掲示し、行き交う人々にしっ

かりアピールしたいと考えています。

移転先の選定にあたっては、立地、広さ、経

費等を総合的に検討しました。これまでのコン

セプトを継承し、上質な大分の魅力をしっかり

発信できるエリアであること、コロナ禍で個室

ニーズが一層高まっていることや地域フェアな

ども開催できる広さを確保できること、現在と

同じ不動産会社所有で費用を抑えられることな

どから、当物件としました。引っ越し費用は当

然ですが、新たな店舗の室内装飾にかかる工事

費は、不動産会社が負担します。さらに、当初

２年間は家賃の差額分を不動産会社が負担する

ことになりましたので、２年間は現在の家賃と

同額となります。

今後のスケジュールですが、本議会で承認を

いただいた後賃貸借契約を締結、内装工事にか

かり、来年５月頃の新装オープンを目指したい

と考えています。

坐来については、県産食材で上質な料理を提

供するだけでなく、郷土をこよなく愛する料理

人のいるレストラン型アンテナショップという

強みをいかし、ごまだしをはじめとする力のあ

る商品開発や、県内各地の魅力発信にも貢献し、

大分ブランドの確立に一定の成果をあげてきた

と考えています。

しかしながら、さらに多くの方々に大分の真

の魅力を伝えるために、また、大分県民にもっ

と必要とされる坐来となるために、これまで以

上に様々な工夫が必要と認識しています。

今、お手元にオレンジ色の資料をお配りして

いますが、その資料にこれまでの取組や、また

２０ページの資料編には、利用者数や売上げ等

の実績を数値としてまとめていますので、参考

に御覧ください。本日は、時間の都合もあるの

で説明は省略します。

店舗の移転を機に、新たな取組にも挑戦し、

女性など新規顧客を開拓するとともに、フラッ

グショップとして首都圏の大分ゆかりの店等と

連携しながら、国内外に大分の魅力のさらなる

発信に努めていきますので、どうぞよろしくお

願いします。

続いて、委員会資料の高野企業立地推進課長

１０ページをお開きください。

事業名欄一番上、工業団地開発推進事業費９

２５万円です。

この事業は、企業立地の促進を図るため工場

用地等を整備する市町村に対し、補助金を交付

するものです。今回は、進入路等の整備を支援

する大分県企業立地基盤整備費補助金を活用し

て、大新田北企業用地４工区の進入路を整備す

る中津市に対し、事業費の一部を助成するもの

です。
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続いて、資料の１２ページをお開きください。

債務負担行為の追加分ですが、事項欄の上か

ら５番目工業団地開発推進事業１，７５０万円

です。

これは、さきほど御説明した中津市の大新田

北企業用地４工区の進入路整備について、今年

度、測量設計委託等に着手し、整備完了が来年

度となることから、債務負担行為を設定するも

のです。

続いて、資料の４ペー徳野雇用労働政策課長

ジにお戻りください。

事業名欄上から２番目中小企業等テレワーク

導入推進事業費２，１０７万１千円です。

この事業は、中小企業等における在宅勤務や

Ｗｅｂ会議等のテレワークを推進するため、県

内の優良事例の収集や導入支援セミナーを開催

するほか、ＩＣＴ及び労務管理に関する相談に

ついてワンストップで対応できる窓口を設置し

ます。さらに、モデル的な取組を実施するため

の機器導入等に必要な経費を助成します。

続いて、６ページをお開きください。

事業名欄上から２番目大分で働く魅力発信事

業費３，４６８万円です。

この事業は、地方への移住に関心を持つ都市

部の学生を中心に県内企業や大分の魅力といっ

た情報を発信するとともに、オンラインの企業

説明会等を開催し県内への定着を推進します。

続いて、同じ資料の１１ペ岡田観光政策課長

ージを御覧ください。

事業名欄上から２番目新しい旅のかたち定着

促進事業費６，０１９万２千円です。

この事業は、より安心してより快適に旅行で

きる新しい旅のかたちの定着を促進するために

実施するものです。

一つ目は、ニーズが高まりつつあるワーケー

ションを推進するため、企業と宿泊施設が連携

した実証を委託により行います。

具体的には本県でワーケーションに取り組み

たい企業を１０社程度募集し、企業のニーズを

踏まえた上で県内の３地域各５施設程度の宿泊

施設とのマッチングを行います。その後、ワー

ケーションを受け入れ、企業・宿泊施設それぞ

れからフィードバックを得て横展開を図り、本

県におけるワーケーションの推進につなげます。

二つ目に、別府コンベンションセンターにお

ける３密対策を徹底するため、参加者を分散さ

せるための会場として活用可能なスペースの改

修や通信環境の強化を行います。

続いて、第５号報告令和２年度大衛藤委員長

分県一般会計補正予算（第５号）のうち、本委

員会部分について、執行部の説明を求めます。

引き続き、８月２７日高濱商工観光労働部長

付けで専決処分を行った令和２年度大分県一般

会計補正予算（第５号）について御説明します。

さきほども御覧いただきましたが、お手元の

ｉＰａｄの１のデータ、商工観光労働企業委員

会資料の１ページをお開き願います。

補正予算の概要です。

表の下から５番目（Ｂ）の欄のとおり、商工

費において５０億３，４８２万３千円の増額補

正予算を立てています。

これらの予算は、令和２年７月豪雨で甚大な

被害がもたらされた中小企業・小規模事業者の

迅速な復旧・復興支援策として計上しました。

詳細については、担当課から御説明します。

商工観光労働企業委馬場経営創造・金融課長

員会資料の１９ページをお開きください。

事業名欄上から一番上、なりわい再建支援事

業費３９億６，６８４万１千円です。

この事業は、令和２年７月豪雨により、被害

を受けた中小企業等が施設、設備等の復旧に要

する経費に助成し、毀損した地域経済の事業再

開・継続を図ることを目的としています。

補助率は、原則として、国２分の１、県４分

の１の計４分の３となっています。ただし、新

型コロナウイルス感染症に係るセーフネット保

証等の認定者については、県独自で１２分の１

を上乗せし、計６分の５を補助します。

なお、本事業の開始にあたっては、国の支援

パッケージが閣議決定された日に、経済産業省

との共催により全国で最も早く自治体及び支援

機関向けの説明会を開催しました。８月中旬に

は、被害の大きい日田市など６市町で事業者向

け概要説明を行い、さらに９月には３市町６か
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所で、個別相談会を実施するなど、丁寧な説明

を行っています。相談会では、各事業者の状況

を伺い、より有利な支援策があればそちらを紹

介するなど、被災者に寄り添った対応もしてい

ます。また、地元商工団体にも同席いただき、

今後の伴走支援のお願いもしています。９月１

１日から申請受付を始めましたが、事業の復旧

・再開に向け立ち上がる際の力になれるよう、

引き続き支援を行っていきます。

続いて、商工観光労働平川観光誘致促進室長

企業委員会資料の２０ページを御覧ください。

事業名欄一番下、観光誘客緊急対策事業費１

０億６，７９８万２千円です。

この事業は、令和２年７月豪雨によりＧｏＴ

ｏトラベル事業実施時に受入態勢が整わない被

災地域や風評被害を受けた県内の観光関連産業

を支援するため、Ｗｅｂ広告等による情報発信

や旅行代金の割引など誘客対策を行うものです。

割引については被災地域により重点的に支援

し、ＧｏＴｏトラベル事業と同等なものを検討

していますが、新型コロナウイルス感染症の状

況や国の観光需要喚起策を注視し、実施期間等

については柔軟に対応していきます。

続いて、第８８号議案大分県新型衛藤委員長

コロナウイルス感染症対応中小企業事業資金調

達支援基金条例の制定について、執行部の説明

を求めます。

商工観光労働企業委馬場経営創造・金融課長

員会資料の２１ページを御覧ください。

第８８号議案大分県新型コロナウイルス感染

症対応中小企業事業資金調達支援基金条例の制

定について御説明します。

まず、条例の概要ですが、さきほど県制度資

金の補正予算案において説明したとおり、県内

中小企業者が新型コロナウイルス感染症緊急対

策特別資金の融資を受けた際に負担する保証料

の軽減を図ることにより、事業資金の調達を支

援するため、国の地方創生臨時交付金を利用し、

令和３年度から令和７年度にわたる保証料補助

の財源を積み立てるための基金を設置するもの

です。

なお、補正予算案における基金の積立額は９

億６,１８８万４千円、施行期日は公布の日か

らです。

以上で説明は終わりました。衛藤委員長

これより質疑に入ります。御意見、御質問の

ある方はお願いします。

坐来大分の１６ページの写真で、今麻生委員

のビルもそうですが、恐らく大家との交渉、契

約になると思いますが、③の入口の写真を見る

と、ヒューリックスクエア東京の後にコンマが

あって、「大分」とか入るといいなと思いまし

た。大分県人会の方とか東京にいる大分にゆか

りのある人からすると、温泉マークのロゴがビ

ルの入口かどこかにでもあると、おしゃれで親

近感が湧くと思います。路面店じゃない部分を

含め、折衝の中で、それがないとだめだという

ぐらいの声が議会から出たことも伝えていただ

き、それが今後につながればなと思い、あえて

申しました。

それから、さきほど２０ページで、観光誘客

の緊急対策事業等々の話もありましたが、豪雨

災害で県内のひなびた温泉地が大変厳しい被害

を受けています。土木サイドや農政サイドは、

復旧工事現場事務所の確保に大変苦労されると

思います。山の中だから電気、水道、プレハブ

の事務所を建てるだけでも大変なコストがかか

るわけで、ひなびた温泉街の温泉旅館等々を事

務所にして、そこを拠点に復旧工事を急ぐと。

総合評点方式で考えた場合、地域貢献点数を計

上していただくと、業者は進んで喜んでやると

思うので、ぜひそこら辺は観光サイドから農政、

土木サイドに対して、今回の予算と組み合わせ

て成果が上がる仕組みづくりを含めて強く働き

かけないと前に進まないと思うので、ぜひとも

お願いしたい。

災害の復旧現場までは、土木事務所とか振興

局から往復１日３時間くらいかかるから、働き

方改革、あるいは生産性効率を上げる意味で、

復旧工事の現場事務所の在り方や拠点の在り方

といった部分について、ぜひ強力なプッシュと

支援をお願いします。方向性やこれまでの状況

があれば伺いたい。

ありがとう御手洗商業・サービス業振興課長
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ございます。入口を大分の魅力が体験できる場

所としてしっかり発信できるよう、これからビ

ルの所有者ともいろいろと話していきたいと思

います。

今後復旧工事が本格化して岡田観光政策課長

いくと思いますので、関係部署にもよく趣旨を

伝えていきたいと思います。

坐来の件でもう１点。移転する今吉副委員長

のは仕方ないと思いますが、レストランとか東

京事務所も入っていましたね。今度も同じよう

な形で移転するわけじゃないですよね。（「は

い」と言う者あり）今の坐来に行ったとき、Ｐ

Ｒの品を置く場所が狭いと言うか、アンテナシ

ョップ的な意味が薄いかなと気になったので、

今回移転したとき、それをもっと前面に出すな

ら組織が変わるかなと思っていますが、その組

織の変更はないですか。

今回、坐来御手洗商業・サービス業振興課長

のみを移転する場所として、こちらを考えてい

ます。東京事務所そのものの移転先は今検討中

と聞いています。もちろん、東京事務所の職員

との連携は必須だと思っているので、職員が来

ていろいろ打合せができる事務スペースなども

考えています。

レストラン以外のＰＲをするた今吉副委員長

め職員ももっと連携しないといけないのに、今

回事務所が別になるので少し寂しいなと思って

います。レストランだけが移転するでしょうか

ら、アンテナショップ的なＰＲの事業にもっと

力を入れてほしいので、よろしくお願いします。

次に、中小企業の給付事業と保証料の金融対

策で、今回基金等を設立するのは保証料の補助

でしょうが、中小企業の給付金はいつまでも続

くわけないと思います。いつ頃まで続きますか。

今年度で終わることになりますか。

給付金は、基本、渡辺商工観光労働企画課長

今年度で終了します。今のところ追加の部分と

しては、議決を経て１０月中旬頃から始めて２

月頃までを期限として対応していきたいと考え

ています。

まず、今２人からあった坐来の件は、玉田委員

県民クラブでも会派で議論し、この機に今まで

の実績の上に地域、大分県とのつながりが見え

て情報共有ができるような形で、大分県の農業

生産者はじめ、いろいろな方の情報共有がさら

に図られるといった方針を持って進んでほしい

ことを議論したので、要望として伝えておきま

す。ぜひ意見として伝えておきたいので、よろ

しくお願いします。

あわせて、新しい旅のかたち定着促進事業で

質問ですが、１０社募集ということで、一つは

どの地域からというイメージがあるのか。それ

と、いつ頃からスタートする予定か。そして、

この結果は１０社となっていますが、どういう

形で報告するかの３点をお願いします。

まず、地域の選定は、これ岡田観光政策課長

から委託対象となる事業者を決定していく中で

選定されていくことになると思います。現状、

市町村で積極的にワーケーションの事業を実施

している市町、例えば、別府とか竹田とか国東

はある程度各市の事業として実施されているよ

うなので、その辺も対象になると思います。た

だ、現実的には参加する企業の意向、企業がど

ういうところに行きたいかも重要になってくる

ので、それも一つのポイントになります。

事業実施については、１０月に対象となる委

託事業者を選定し、早ければ１１月から３か月

程度は実施していきたいと考えています。その

後に委託事業者から報告を得て、来年度の事業

等に反映していきたいと考えています。

ありがとう御手洗商業・サービス業振興課長

ございます。特に大分との情報共有をしっかり

これからも図っていきます。

１９ページ、なりわいという名前が末宗委員

出てこれだけ抽象的な言葉を久しぶりに聞いた

が、この名前ができたいきさつと、予算も大体

想像がつくが、いい加減な予算かと思うよ。

それともう１点、国から予備費が１１兆３千

億円という話で、無限大にあるような予算だけ

ど、大分県に来る予算を恐らく消化できないと

思う。どうせ国はいい加減な予算だから、金は

恐ろしく来ることは分かっているから。予備費

は無限大にあるけど恐らく使いこなせないから

来年度に繰り越すだろうが、それを有効に使い
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たいと思ってね。その中で、県の商工観光労働

部が、県の企業がなるべく使えるような形で、

本当に有効に使う対策を何か独自で取ってもら

いたいと思って質問するけど。

なりわいのいわれで馬場経営創造・金融課長

すが、基本的には被災された事業者の皆さまが

すぐに復旧、復興、事業をしていただくと。古

いかもしれないですが、生業というか、なりわ

いと付けて、今まではグループ補助金で国と一

緒にやっていましたが、グループを組まず、直

接事業者に自分で今の事業を続けていただく、

継続していただくということで付けているかと

思っています。

なりわい補助金も渡辺商工観光労働企画課長

御覧になられて分かるように、国庫支出金が基

本で、それに県単を付けてさらに上乗せする仕

組みになっています。

また、さきほどの応援金をはじめとしたそれ

ぞれの事業についても交付金を主体として事業

構築する形で執行していきたいと考えています。

加えて、効果的に事業を執行して佐藤審議監

いくことで早期に行き渡る事業を組み立て、応

援基金にしても申請を受けてから１０日間ほど

で応援金を交付できるよう、なるべく早く執行

できる事業を組み立てています。

委員が言われるとおり、予備費がかなりある

ので、また国の予算等が見えてくれば、より早

く事業者に行き渡る効果的な事業の組立てを考

えながら事業執行に努めていきたいと思ってい

ます。

なりわいというのはもういいです。末宗委員

予備費の関係と予算ですが、特に２０万円と

か２５万円だけの予算と２６０億円ほどの融資

もまた別にあるよね。

大分県で今、例えば、議会に来て、うどんを

頼もうとしたら廃業して来ないとか、カツ丼か

天丼でも食べようかと思ったら、そこもやりよ

らんと言うし、恐らく商工観光労働部のデータ

に正式に倒産と出ていないと思うよ。物すごく

深刻な状態が一方にあるが、使えないような予

算が山ほど来て、これが３月の決算のとき、こ

れくらいの予算を用意していたが、大分県の企

業から申込みがなかったとか、随分戻るのじゃ

ないかと想像しています。今回なんか予備費が

このくらいあると、政府の予算はほとんど無尽

蔵に近い予算だから、今予備費で１１兆円のう

ち、まだ２兆円使っていないのじゃないかな。

２兆円か３兆円ぐらいかと思うよ。使いようが

ないぐらいまだいっぱいあるわけだから、それ

をどっちみち政府が使わないといけないから、

小さいところは廃業の届けが出るか出らんか知

らないが、そういう状態が現実的に起きている

からそこらあたりを踏まえて、大分県で独自で

何かきめ細かい、県民が生活できるような形の

支援を。今コロナだから、独自でこれをやった

ら、政府も恐らく制限も何もなく、何も言わず

に金をくれるのじゃないかと思う。

部長は中央にいたからテクニックは抜群にあ

るだろうから、そこらあたり踏まえてよろしく

お願いします。要望でいいです。

中小企業等テレワーク導入推進事業土居委員

費なんですが、これは窓口をどこに置くのか、

そして機器導入とおっしゃっていましたが、そ

れは窓口の機器導入でしょうか。

それと、新しい旅のかたち定着促進事業の委

託先はどういうところが委託先になるのか、具

体的に教えてください。

そして、両方の事業、県下の市町村とか連携

がとても大事だと思うので、どのように進めて

いこうとされているのか伺います。

まず、テレワーク導入徳野雇用労働政策課長

推進事業です。窓口に関しては、予算が成立し

てから公募でやろうと思っていますが、そこに

関してはＩＴ企業だったり、民間でもテレワー

クを研究する動きが出ているので、そういうと

ころにも声をかけてこれから選定していきたい

と思っています。

２点目の機器導入費の助成に関しては、中小

企業で進んでいない業種、製造業とか宿泊、飲

食業だったりするので、そういったモデル的な

企業に応募してもらい、そこが機器等を整備す

るのに助成をして、その好事例を展開していき

たいと思っています。

最後に、市町村との連携に関して、各市町村
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の商工担当課といろいろな機会を捉えて連携し

ているので、そういったところとまた情報共有

しながら進めていきたいと思います。

新しい旅のかたちの委託事岡田観光政策課長

業者の件は、今、具体的な企業名は言えません

が、一般的には交通事業者、航空関係の事業者

とか旅行関係の会社、あるいは旅行情報関係を

扱っている会社などから話は伺っています。

また、市町村との連携についても、既に県で

こういう事業をやりたいと発表しているので、

さきほど申しましたが、県内で市として積極的

な動きを取られているところには、事前に県で

こういう事業をすると話しているし、各市から

も積極的に参加したいという答えもいただいて

います。

ほかにないですか。では最後に、衛藤委員長

私から３点ほど伺いますが、一つは持続化給付

金についてです。沖縄で沖縄タイムスの社員が

関与した大規模な不正受給の事件が今問題にな

っています。第一義的には警察の担当でしょう

が、商工にも給付金ということで関与してくる

部分があります。この辺についての状況調査と

か、商工としてどのように把握しているか、そ

の点を述べていただければと思います。

二つ目がテレワークについてです。この事業

は外ですが、県庁の中で商工観光労働部はかな

り積極的に取り組まれていたと思います。最近

は少し減ってきていますが、一時は数値目標を

作って、かなり熱心にやられて、実際にやって

みての感触というか、うまくいった点と困難な

点とかを踏まえて、今後、県庁の中でのテレワ

ークについてどう進めていくべきか、考えがあ

ればお聞かせください。

３点目が坐来についてです。前にパブリシテ

ィーの費用換算で平成３０年頃が３千万円ぐら

いで家賃に近いくらいアウトプットが出ている

と聞きましたが、経年で過去３年から５年ぐら

い持っている範囲で結構です。例年でいうとパ

ブリシティー換算でどれぐらいの金額ベースで

出てきているか。

それと、今度移るにあたり、家賃の解約条項

がどうなっているか。特に今の知事の肝入りの

事業でもあると思うので、２年半後の任期が終

わったとき新知事により見直しがまた行われる

可能性も多分に出てくるかと思います。そのと

きすんなり解約も含め視野に入れられるよう解

約条項がどうなっているか、スムーズに解約で

きるようこれから条件交渉がまだだったらやっ

ていく必要があると思うので、そのあたりがど

うなっているかお聞かせ願えますか。

持続化給付金の把渡辺商工観光労働企画課長

握ですが、持続化給付金について申請が難しい

ということで、各市町村ごとに相談窓口を設置

し、そのときに商工会、商工会議所が会場を貸

したりしてサポートしていただく形で設置して

います。

金額面や申請数については、こちらでは把握

できない形になっており、国で公表される資料

を基にいろいろ分析してみたいと思います。

テレワークの点につい高濱商工観光労働部長

て、私も含めて思いがあっていろいろやったこ

となのでお答えします。

まず、二つの目的で行いました。一つは職員

自身の安心・安全のためと、もう一つは商工観

光労働部の肝は民間の方々との意見交換です。

一つ目は、職員一人一人に聞いて、公共交通

機関を使わないといけない方とか、若しくは職

場に必ず出てこないといけない方もいます。そ

ういった人のために、逆に、できる人はテレワ

ークをしようという考え方で、一時期は５割以

上を目指して、商工観光労働部としてはやって

いました。

ただ、現状は落ち着いてきていることもあり、

テレワークで自宅でというより、どちらかとい

うと二つ目の目的の、民間との意見交換をする

方が強くなっており、最近は日常的に東京も県

内の企業も効率的にテレワークを使っています。

課題としては、職員が５割いなかったとき、

例えば、電話が集中して残っている人に負担を

かけてしまうから、自分は家でテレワークする

より職場に出て、自分も電話を受けた方がいい

なという方もいたりという意味で、テレワーク

だけじゃなく全体的に仕事を見直していかない

といけないかなと考えています。仕事として、
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テレワークを使えるツールとしてしっかりやっ

ていきたいと考えています。

坐来に関し御手洗商業・サービス業振興課長

て、パブリシティーについては過去５年間、少

なくとも大体２，９００万円から多いとき熊本

地震の２８年度は８，５００万円ほど試算して

いて、５年間で２億２，５００万円ほど、平均

４，５００万円ほどの効果はあろうかと思って

います。

契約に関しては、５年契約で考えています。

内容については交渉中ですが、今のところ半年

前の申出で１年分の家賃が違約金となる方向で

話しています。

持続化給付金の不正受給について衛藤委員長

は、今これだけ全国で話題になっているので、

国を待つ姿勢ではなく、こちらから積極的にチ

ェックをかけていく姿勢も必要だと思うので、

その点も検討いただければと思います。

坐来について、パブリシティー効果が３千万

円から５千万円の税金を投入する意味では、県

民の皆さまにこれぐらいしか説明しようがない

と思っているし、ここはしっかり今後も役割を

果たしていただければと。また、次の知事への

負の遺産とならないよう、解約条件も低い条件

で見直せるよう、そこはもう少ししっかり契約

交渉を可能な限り頑張っていただければと思い

ます。

委員外議員の方は、質疑などはありませんか。

この４連休、久しぶりに湯布太田委員外議員

院、別府に観光客が多くて交通渋滞も起きるほ

どでした。コロナ禍で先行きが見えない中で、

自分のところが感染するのじゃないかと、よく

気を付けています。そういう思いがありながら

営業していますが、ＧｏＴｏキャンペーンは今

すごく効果が出ています。ただ、すごい事務量

で、事務方はパンクするほど書類が毎日いっぱ

い来ます。それと、そういう接客業との兼ね合

いで、ある程度スタッフがたくさんいる企業は

いいですが、中小企業で親方商売みたいなとこ

ろはその手続と接客業の両方をやらないといけ

ないので、かなり厳しい。先日、一般質問でも

言いましたが、高齢の経営者になると、手続が

悩みの種ということと、今日の合同新聞による

と、休廃業、解散が１月から８月で３万５千件

と、このままいくと、今年度５万件を超えるの

じゃないかと言われ、そこが一番心配なわけで

す。その辺のことを事業者に寄り添って、しっ

かり対応していただきたいと思っています。い

ろいろな補助制度がありますが、手続が煩雑で

自分のところはもういいわという人もいるんで

すよね。そう長くできないので、廃業を視野に

入れているようなことを言う経営者もいるので、

その辺きめ細かい対応等をよろしくお願いしま

す。

ＧｏＴｏトラベルの事秋月審議監兼観光局長

務が煩雑でなかなか厳しいという声をいただい

たところですが、確かに様々な仕組みが入り込

み、旅行会社で申込みできるし、旅館で直接申

込みもできたり、参加される方の利便性を重視

したところがそういう煩雑さを生んだと思いま

す。その辺はまた県からもＧｏＴｏの事務局に

伝えて、少しでも簡明な方法が今後取れるかど

うかお願いしていきます。

また、旅館関係者の皆さんの厳しいという声

は重々聞いています。ＧｏＴｏトラベル以外の

手続についても煩雑なところがあるかと思うの

で、そこは商工会議所とか商工会、市町村と一

緒になってしっかり寄り添ってお手伝いしてい

きたいと思いますので、どうぞまた御協力いた

だければと思います。よろしくお願いします。

そのほかに何かありませんか。衛藤委員長

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これより衛藤委員長

採決します。

まず、第８０号議案について、本案のうち、

本委員会関係部分については、原案のとおり可

決すべきものと決することに御異議ありません

か。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち、衛藤委員長

本委員会関係部分については、原案のとおり可

決すべきものと決定しました。

続いて、第８８号議案について、原案のとお

り可決すべきものと決することに御異議ありま
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せんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は、原案衛藤委員長

のとおり可決すべきものと決定しました。

続いて、第５号報告について、本報告のうち、

本委員会関係部分については、承認すべきもの

と決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本報告のうち、衛藤委員長

本委員会関係部分については、承認すべきもの

と決定しました。

続いて、第８９号議案大分県産業振興条例等

の一部改正についてです。本案については、関

係する総務企画委員会に合い議をしていること

を申し添えます。それでは、執行部の説明をお

願いします。

商工観光労働企業委員高野企業立地推進課長

会資料の２２ページを御覧ください。

第８９号議案大分県産業振興条例等の一部を

改正する条例について御説明します。

本議案は、商工観光労働部所管の大分県産業

振興条例と、総務部所管の大分県税特別措置条

例の規定の整備をあわせて行うものです。

大分県産業振興条例は、県内に工場等を新設

又は増設する事業者に対し、課税免除等を行う

ことにより本県産業の振興を図ることを目的と

しており、本条例に規定する適用工場等の指定

を受けることで、大分県税特別措置条例による

課税免除等の税制優遇措置を受けることができ

ます。

本条例の改正の一つ目は、地域未来投資促進

法の一部改正に伴う規定の整備です。これは、

地域未来投資促進法に条項が追加されたことに

伴うものであり、大分県産業振興条例及び大分

県税特別措置条例で引用している同法の条項が

繰り下げられるため、条例を整備します。具体

的には、大分県産業振興条例第２条第１項第５

号中第２５条を第２６条に、大分県税特別措置

条例第１条第４号中第２４条を第２５条に改め

るものです。

次に、本条例の改正の二つ目は、大分県産業

振興条例中の用語の見直しです。現行の大分県

産業振興条例に、軽微な用語の誤りがあったた

め、今回の改正にあわせて修正します。

具体的には、大分県産業振興条例第２条第３

項の前項のの下に規定によるを加えるものです。

改正した条例の施行日は、改正法の施行の日、

又はこの条例の公布の日のいずれか遅い日を予

定しています。

以上で説明は終わりました。衛藤委員長

これより質疑に入ります。御意見などはあり

ませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方は、御質疑などは衛藤委員長

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に、御質疑等もないので、質疑衛藤委員長

はこれで終わりますが、第８９号議案について

は、総務企画委員会から合い議結果が届いてい

ませんので、本案の採決を保留し、後ほど行い

ます。

続いて、第９０号議案職業能力開発校等の行

う職業訓練の基準等を定める条例の一部改正に

ついて、執行部の説明をお願いします。

委員会資料の２３ペー徳野雇用労働政策課長

ジを御覧ください。

職業能力開発校等の行う職業訓練の基準等を

定める条例の一部改正について御説明します。

本条例は、職業能力開発促進法に基づき、大

分高等技術専門校などの大分県立職業能力開発

校及び大分県立工科短期大学校が実施する職業

訓練の基準や職業訓練指導員の資格を定めてお

り、今回、職業能力開発促進法施行規則の一部

改正に伴い、所要の改正を行うものです。改正

の内容については、２点です。

１点目は、県立職業能力開発校及び県立工科

短期大学校でいわゆるオンラインについての規

定の整備を行うもので、施行期日は公布日を予

定しています。

２点目は、国の訓練課程の再編に伴い、県立

工科短期大学校が行う専門課程の高度職業訓練

における指導員の資格要件を定めた条例第１０

条の規定について改正を行うもので、施行期日

は、令和３年４月１日を予定しています。
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以上で説明は終わりました。衛藤委員長

これより質疑に入ります。御質疑などはあり

ませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方は、御意見などは衛藤委員長

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これより衛藤委員長

採決します。

本案については、原案のとおり可決すべきも

のと決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案について衛藤委員長

は、原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。

以上で、付託案件の審査を終わります。

次に、７月１６日から８月６日にかけて実施

した県内所管事務調査のまとめを行います。

執行部の説明をお願いします。

委員の皆さまにおかれ高濱商工観光労働部長

ては、７月１６日から８月６日まで、県下の商

工観光労働部関係の企業等を調査いただいて、

ありがとうございました。現地で御指導いただ

いた貴重な御意見は、今後の施策に十分にいか

していきたいと考えています。

さて、県内所管事務調査において、佐伯市の

宇目サテライトオフィスを御視察いただき、ま

た、別府市においては旅館ホテル生活衛生同業

組合の方々との意見交換をしていただきました。

今後の働き方や旅のかたちを考えた際に、場所

を選ばない働き方を求める企業の受皿となるサ

テライトオフィスやワーケーションなどは今後

需要が増していくと考えられます。さきほどの

補正予算の説明の際にもワーケーションについ

ては計上している旨を御説明しましたが、サテ

ライトオフィスとワーケーションについて現状

の取組を担当課長より御説明します。

資料の２４ページを御高野企業立地推進課長

覧ください。

サテライトオフィスの整備推進について、御

説明します。

ＩＴ技術の進展により、場所を選ばない働き

方が可能となり、離島や中山間地域にも誘致の

可能性が高まっていますが、一方でそういった

企業の受皿となるオフィスが少ないという課題

があります。県では平成２９年度から、市町村

と連携し、市町村の遊休施設等を活用したサテ

ライトオフィスの整備を進めてきました。

具体的には、市町村が行うサテライトオフィ

スの整備を対象に、離島や山村地域等の条件不

利地域では補助率３分の２で限度額２千万円、

それ以外の地域では補助率２分の１で限度額１，

５００万円の補助を行っています。

昨年度までに姫島村、佐伯市宇目、国東市で

サテライトオフィスの整備を行ってきました。

並行して、県外事務所や市町村と連携した誘致

活動も積極的に展開し、それぞれＩＴ企業が進

出しています。

特に、姫島村では平成３０年１月に東京が本

社のＩＴ企業２社が事業を開始し、Ｕターン、

Ｉターン等による雇用が２社で１２名となるほ

か、２社の進出を契機に姫島ＩＴアイランド構

想が進められるなど成果を上げています。

また、佐伯市宇目に整備したサテライトオフ

ィスにおいても、今年の４月から、同じく東京

が本社のＩＴ企業２社が事業を開始しており、

今後の雇用の拡大と地域の活性化が期待されて

いるところです。

今年度については、玖珠町の旧森中学校と佐

伯市の旧豊南高校をサテライトオフィスとする

整備が進められています。

また、新たに、民間事業者が行うサテライト

オフィスの整備を対象とした補助について、補

助率３分の２、限度額１千万円で現在公募を行

っています。

引き続き、地域での受皿となるオフィス整備

を市町村と連携して進めるとともに、時間や場

所にとらわれず企業活動が可能なＩＴ関連企業

の誘致に全力で取り組んでいきます。

続いて、資料の２５ページ岡田観光政策課長

を御覧ください。

ワーケーションの現状と本県における取組に

ついて御説明します。

コロナ禍を経て、５月に民間就職会社が２０
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代の転職希望者を対象に実施した調査で、ＵＩ

ターンや地方での転職を希望すると回答した方

が３６．１％、これは２月比で１４．３ポイン

ト増となっています。テレワークなど場所を選

ばず仕事ができる働き方が増えた、感染症の拡

大などで都市部で働くことにリスクを感じた、

などが理由としてあげられました。

こういった地方への関心の高まりやテレワー

クの定着という機会を捉え、政府は観光戦略実

行推進会議でワーケーションの普及について関

係省庁で検討を進めることを決定し、観光庁や

環境省が支援策を打ち出しています。

他県では、和歌山県や長野県、北海道などが

ワーケーションを推進しています。県内でも別

府市のＢ－ｂｉｚＬＩＮＫ（ビービズリンク）

が昨年９月に鉄輪で実証事業を実施したほか、

竹田市もテレワーク受入相談窓口を開設するな

ど、県内各地でもワーケーションの普及に取り

組む動きが見られるようになっています。

県としては、今議会に補正予算案を上程した

新しい旅のかたち定着促進事業のメニューであ

るワーケーション受入推進事業を通じて、ワー

ケーション実施企業と宿泊施設からフィードバ

ックを得て、これを横展開していきます。

さらに、御説明した企業立地推進課によるサ

テライトオフィス整備・誘致推進事業や雇用労

働政策課による企業等とのパートナーシップ・

窓口設置・情報発信といった取組を同時に進め

ることで、ワーケーションを推進し、働く場と

しての大分の魅力を発信するとともに、その後

の定着も視野に入れた環境づくりを進めていき

ます。

ただいま執行部から説明がありま衛藤委員長

したが、御質疑等はありませんか。

サテライトオフィスについて、特に玉田委員

中山間地にとっては非常にいい事業だと思うの

で、どんどん推進してほしいと思いますが、そ

の中で二つだけ。一つは、事務所をサテライト

オフィスとして構える場所について、ハザード

マップとかの検討とか、そういう防災という視

点での取組はなされているかどうか。

それと、今度は逆に企業側のニーズとして、

今立地しているところが、例えば南海トラフの

地震等で重大な被害を受けるかもしれないから、

バックアップ的にサテライトとしてそこに置き

たいとか、そういうニーズがあるかどうか伺い

ます。

さきほどの２点につい高野企業立地推進課長

てお答えします。まず、事務所の設置場所です

が、設置の際は、事業者は市町村であることも

あり、まず市町村が災害が起きる可能性のある

場所かというのは当然チェックして進めていま

す。

２点目は、被害を受けるかもしれない場所で

すが、設置のときにしっかりその辺をチェック

した上で、基本的に中山間地域が多いこともあ

り、水の害より崖崩れといった被害も出てくる

かと思いますが、そのあたり現段階では起きて

いない状況なので、その辺も当然考えていきた

いと思います。

最近大きな災害が起こっていて、想玉田委員

定外のところが被災地になっているのは十分情

報共有できていると思いますが、これから企業

誘致する側、される側についてもその視点は十

分必要だと思います。ずっと見ていると、例え

ば、生活環境部の防災と企業立地との連携とか

が、まだ私から見ると少し薄いかなというイメ

ージがあり、その辺をぜひ連絡を取りながらお

願いしたいと思うので、そこは要望です。

離島振興法とか山村振興法上の指定麻生委員

地域とか辺地に係る規定、大分県内の該当地域

のマップがあれば教えてほしい。なぜこんなこ

とを聞くかというと、大分市内でも例えば佐賀

関とか野津原、竹中の奥とか、本当に条件が厳

しいところはいっぱいありますが、そういった

ところを今後どう救済していくか、手を打って

いくかは大きな課題なので、そういった意味で

こういった法の適用範囲とか指定地域の見直し

をする動きがあるかも含めて伺います。

離島地域、山村地域、高野企業立地推進課長

辺地地域については、どこの地域がそれに該当

するかの一覧表は確認できていますが、それを

マップに落としたものがあるかは今の段階で確

認できていません。



- 16 -

こういったことは、当事者、そこに麻生委員

お住まいの方々が自主的にこの制度を使って、

これをやってみようというチャレンジをサポー

トすることが大事だろうと思いますので、ぜひ

そういった工夫もしていただければと思います。

サテライトオフィス整備推進補助金成迫委員

について、今年度の整備等の部分で、旧森中学

校と佐伯豊南高校の整備がありますが、これま

でのサテライトオフィスをワーキングスペース

として展開してきたところよりも広さの規模と

かがかなり大きくなっていますが、どういった

整備の進め方をしているか教えてください。

このサテライトオフィ高野企業立地推進課長

スの事業については、市町村が事業主体で、基

本的に例えば廃校とか遊休している施設を有効

活用しようということで、その整備もする、そ

れに対して県が支援するという事業で、基本的

にはＩＴ関連企業、情報関連企業の誘致を進め

るためのオフィスです。今年佐伯豊南高校を整

備していますが、コールセンターも視野に置い

た形で今整備をしているので、そうなると人数

も結構増えることもあり、使う側の状況によっ

て違ってくるのはあるかと思います。

豊南高校で言えば、校舎の一部を整成迫委員

備しているという見方でよろしいですか。

棟全体というより、棟高野企業立地推進課長

の中の何階部分という形で、その分の整備を今

進めているといった状況です。

今の関連ですが、２４ページに今吉副委員長

整備するのは民間事業者とありますよね。今公

募中ということですが、これは何件くらい実際

公募があって、やりましたか。

この公募開始は９月１高野企業立地推進課長

６日でして、１０月７日までの期限で、今ちょ

うど公募中ですから、今段階では申込企業は１

社もありません。ただ、問合せはいくつかきて

いる状況です。

民間で公募があったとき、入居今吉副委員長

する方は市町村とか県で公募というか、業者を

探すんですか。それとも民間が探すんですか。

県有地の受皿という形高野企業立地推進課長

になるので、既に所有されている方が改修して、

既に入居される方が決まっている場合もあるし、

県が中心になって、例えば、県外事務所等と連

携して誘致する場合もあるかと思います。

ほかにないですか。衛藤委員長

私からも、２４ページの資料をざっと拝見し

ていると、２１人の雇用に対して事業費を合算

して２億３，５００万円で、補助金ベースで約

８千万円と。やはりこれからサテライトオフィ

スを継続していく上では、この費用対効果の部

分はかなり課題になってくるのかなと正直感じ

ました。県税を投入してやりますから、ここの

声をこれからどうやって大きくしていくかを引

き続き考慮しながら、今後とも検討を進めてい

ただければと思います。この点についてもし何

か所感等ありましたら。

サテライトオフィスへ高野企業立地推進課長

の企業の誘致ですが、誘致するだけでなく、当

然地元とのつながりを大事にしていく必要があ

る。その企業側にもそういった気持ちがあると

いうことで、実際地元から４人の採用があった

り、地元の小学校とのつながりとか交流を企業

側も考えていますので、雇用にプラスして地域

とのつながりも効果として出てくるかなと考え

ています。

ありがとうございます。衛藤委員長

委員外議員の方は、御質問などはありません

か。

〔「なし」と言う者あり〕

別に、御質疑等もないので、これ衛藤委員長

で県内所管事務調査のまとめを終わります。

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったので、これを許します。

報告の件数が多いので、まず、①から⑤まで

について、説明をお願いします。

商工観光労働企業委員佐藤先端技術挑戦室長

会資料の２７ページをお開きください。県出資

法人等の経営状況報告概要書より、報告議案と

している商工観光労働部関係の団体の概要書を

抜粋しています。

公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究

所についてです。

２のとおり、県の出資金は１億５千万円で、
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出資比率は３５％となっています。

３事業内容ですが、高度情報化社会における

情報セキュリティやＡＩ、ＩｏＴ等先端技術の

活用方法などに関する調査・研究、情報提供を

行っています。

４元年度決算状況ですが、下線を引いている

当期正味財産増減額は、１５３万４千円の減と

なっています。

５問題点及び懸案事項ですが、昨年度は、新

型コロナウイルス感染症の影響により一部イベ

ントが中止となったことに加え、新規事業の獲

得が進まなかったため、２期ぶりの赤字となり

ました。

６対策及び処理状況のとおり、賛助会員企業

の拡大に努めるほか、既存事業の確保や新規事

業の獲得に加え、自主財源を作り出す新たな仕

組みを検討し、黒字化さらには、安定した経営

基盤の確立を目指します。

資料の２８御手洗商業・サービス業振興課長

ページをお開きください。公益財団法人日田玖

珠地域産業振興センターについてです。

２のとおり、県の出資金は１６０万円で、出

資比率は３２％となっています。

３の事業内容ですが、日田玖珠地域の地場産

業を支援するため、センター及び日田市アンテ

ナショップにおける地域産品の展示販売及び市

場開拓、並びにセンター内会議室の貸出し等を

行っています。

４の元年度決算状況ですが、下線部分の当期

正味財産増減額は１，４９０万５千円の増とな

っています。

これは、５の問題点及び懸案事項に記載のと

おり、アンテナショップの販売額は、夏場の天

候不良による果物等の出荷減少や、新型コロナ

ウイルス感染症の影響による休業等により減少

したものの、ふるさと納税返礼品による地場産

品の販売額が好調に推移したためです。

６の対策及び処理状況については、アンテナ

ショップ及びふるさと納税返礼品等による地場

産品販売を引き続き強化し、日田市と協議をし

ながら地場産品の販売促進や広報活動に努め、

経営改善につながる指導・支援を行っていきま

す。

続いて２９ページ、大分ブランドクリエイト

株式会社についてです。

２のとおり、県の出資金は５千万円で、出資

比率は５２．６％となっています。

３の事業内容ですが、首都圏における大分ブ

ランドの確立と県産品の販路拡大等を目的にレ

ストラン経営や特産品の販売を行う県フラッグ

ショップ坐来大分の運営を行っています。

４の元年度決算状況ですが、当期純利益は下

線部分のとおり、４６７万３千円の減となり、

６期連続の経常黒字を達成できませんでした。

これは、５の問題点及び懸案事項のとおり、２

月以降の新型コロナウイルス感染拡大の影響に

よるキャンセルの激増及び企業等の利用ニーズ

の低下によるものです。

今後は、６の対策及び処理状況のとおり、徹

底した原価管理や感染防止対策に努めるととも

に、ランチ営業やオンライン販売により、情報

発信力の強い女性など新規顧客の開拓に取り組

みます。また、リニューアルしたホームページ

やＳＮＳの積極的な活用、商談会や地域フェア

の開催など、首都圏はもとより、全国さらには

海外に向けた大分の情報発信に一層努めていき

ます。

資料の３０ページです。徳野雇用労働政策課長

公益財団法人大分県総合雇用推進協会につい

てです。

２のとおり、県出資金は８億６，６６２万円

で、出資比率は７３．５％となっています。

３の事業内容ですが、若年者やＵＩＪターン

就職希望者を対象とした就職支援情報の提供や

就職相談及び企業説明会を実施するとともに、

シニアや障がい者の就職支援の事業も行ってい

ます。

４の令和元年度決算状況ですが、下線の当期

正味財産増減額は２，２０３万５千円の減とな

っています。これは、人材定住基金の取崩し等

によるものです。

５の問題点及び懸案事項です。２８年度から

人材定住基金を活用した自主事業に協会として

取り組んでおり、これを県内の人材確保に有効
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につなげる必要があります。

このため、６の対策及び処理状況のとおり、

国や県の委託事業と連携して協会自主事業が相

乗効果を発揮できるよう、積極的に意見調整を

行っています。今年度は、新たにデジタル求人

広告等を活用して企業への支援を行いながら、

採用活動を行っています。

続いて、報告第３渡辺商工観光労働企画課長

６号県有地の信託に係る事務の処理状況につい

て説明します。

資料の３１ページを御覧ください。

２の事業内容ですが、大分市東春日町のソフ

トパーク内の県有地７，３８３平方メートルを、

三井住友信託銀行株式会社と令和１０年まで信

託契約し、オフィスビル２棟を運営しています。

賃料収入等で管理費や建設借入金の返済を賄い、

返済後には土地と建物が県に引き渡されます。

３の元年度決算状況ですが、収入は３億４，

６５０万９千円、支出は１億３，４１３万６千

円で、当期純利益は２億１，２３７万３千円で

す。利益処分の内訳は、右の利益処分計算のと

おり、建設時の借入金返済が５，７６８万円、

長期保険料が３７３万８千円、維持補修等の資

本的支出が３，９４２万円、修繕積立金が７，

６９４万１千円、敷金等返還準備金が７００万

円、共益費会計余剰金が２，８８１万５千円で

す。

４の問題点及び懸案事項ですが、駐車場等の

設備に老朽化が見られるため、改修が必要な状

況です。

５の対策及び処理状況について、さらなる入

居率向上につながるよう、新規入居の誘致活動

や、入居者の利便性向上のための駐車場改修の

研究をしていきます。

入居率については、大手仲介業者や企業立地

推進課と連携した誘致活動により、５年連続で

増加しており、令和元年度末の入居率は、８５．

５％となっています。今年度末見込みとしては、

９６．７％を想定していますが、これは大分労

働局が新型コロナウイルス感染症に係る雇用調

整助成金の助成金センターを一時的に増床して

いるもので、引き続き関係先と連携し入居者確

保に努めていきます。

ただいまの５件の報告について、衛藤委員長

質疑等はありませんか。では、私から１点。

各経営状況の報告概要を４件いただきました

が、それぞれの理事長だったり、代表の方々の

年間報酬はいくらになっているか、全て教えて

ください。

特に赤字になっているところは、業績連動も

含めて報酬もしっかり見ていかないといけない

と思いますが、そのあたりの契約条項について

はどうなっているか、その点もあわせて教えて

ください。

２７ページのハイパー佐藤先端技術挑戦室長

ネットワーク社会研究所についてです。理事長

は元グーグルの村上憲郎氏にお願いしています。

報酬はゼロで、無償で御協力いただいており、

基本的には人件費については、職員としての報

酬が払われていますが、理事長に関してはあり

ません。

まず日田玖御手洗商業・サービス業振興課長

珠地域産業振興センターは、理事長が日田市長

ですので報酬はありません。

大分ブランドクリエイトは、昨年６月に代表

者が交代して安田社長となっています。役員報

酬は、昨年度が５６２万５千円、前の方が２４

９万９千円となっています。途中からですので。

今年度に関しては役員報酬を見直して減額を予

定しています。

総合雇用推進協会は会徳野雇用労働政策課長

長が杉原正晴氏で、大分交通の社長です。経営

者協会の会長として会長に就いているので、基

本的には旅費とか、そういったこと以外の報酬

はないと思います。

充て職、名誉職と言うと失礼です衛藤委員長

が、そういった形で就かれている方もあると思

います。特に赤字になっている、大分ブランド

クリエイト株式会社とハイパーネットワーク社

会研究所、総合雇用推進協会は、管理者も含め

てそれ以外の実務の責任者がいると思うので、

そういったところにもきちんと業績に応じてあ

る程度反映していかないと、インセンティブを

きちんと作っていかなければいけないと思うの
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で、そういったことも検討しながら、しっかり

対応いただければと思います。

それでは、委員外議員の方は、御質疑などは

ありますか。

総合雇用推進協会で、当期一太田委員外議員

般正味財産が７９５万８千円増えていますが、

当期指定正味財産の増減額は２，９９９万３千

円減っているということで、基金としてはいく

らあるか、その辺よく分からないので、説明を

お願いします。

さきほど言ったように徳野雇用労働政策課長

基金を県や民間企業から積み立てて、毎年２千

万円程度取り崩し、昨年度は２，３００万円取

り崩しており、現在８億円ほどの基金残高にな

っています。

それでは、次の⑥から⑨までにつ衛藤委員長

いて説明を求めます。

続いて、商工観光渡辺商工観光労働企画課長

労働企業委員会資料の３２ページをお開きくだ

さい。

大分県長期総合計画の実施状況についてです。

委員会資料には議案の別冊として配付している

冊子から、商工観光労働部に関係する部分のみ

抜粋して資料としています。

これは、大分県行政に係る基本的な計画の議

決等に関する条例に基づき、毎年、報告してい

るものであり、また、まち・ひと・しごと創生

大分県総合戦略基本目標・施策ＫＰＩ達成状況

とあわせて御報告します。

３３ページをお開きください。

指標による評価や指標以外の観点からの評価、

施策に対する意見・提言により、５９施策の総

合評価の結果を記載しています。

施策の進捗状況は、ＡからＤの４段階での評

価としていますが、施策の進捗が順調に進んで

いるＡ評価及び概ね順調に進んでいるＢ評価は、

表の上から３行目にあるように、５８施策で全

体の９８．３％となっています。

また、やや遅れているＣ評価は１施策となっ

ています。

３４ページをお開きください。

目標指標の進捗状況についてですが、これは、

プラン２０１５の各施策に設定された９９の目

標指標のうち、令和元年度の目標値設定のある

９７の目標指標の達成状況を記載したものです。

表の１行目のように、達成から著しく不十分ま

での４段階の区分としています。

９７指標のうち、元年度進捗状況が達成及び

概ね達成であったものは、表の上から３行目に

ありますように、８３指標で全体の８５．５％

となっています。

次の３５ページをお願いします。

令和元年度に実施した事業の評価結果を記載

した主要な施策の成果（事務事業評価）を掲載

しています。別冊の末尾には参考資料として、

政策・施策ごとの目標値に対する達成度が一目

で分かるレーダーチャートもありますので、後

ほど御覧ください。

３６ページを御覧ください。

総合評価の一覧表を、安心・活力・発展の分

野や施策別にどのページにあるか分かるように

掲載しています。

３７ページを御覧ください。

商工観光労働部に関する施策は、赤い囲みの

２、３、６になります。八つの施策を所管して

おり、目標の達成に向けて取組を進めていると

ころですが、それぞれの施策に設定している指

標の中で、目標を達成している指標、未達成の

指標について、主なものを３９ページ以降の、

まち・ひと・しごと創生大分県総合戦略基本目

標・施策ＫＰＩ達成状況の資料で御説明します。

資料の４１ページを御覧ください。

ページ中ほどの（７）の指標名、企業誘致件

数です。令和元年度の目標値２５件に対し、実

績は５１件であり、達成度は２０４％となりま

した。特徴としては、これまでの集積効果等を

背景に、県北部を中心とした自動車関連産業の

誘致が堅調だったことに加え、佐伯市宇目に整

備したサテライトオフィスにＩＴ企業２社が進

出するなど、情報関連産業の誘致が８件と過去

最高の件数であったことがあげられます。

今年度は新型コロナウイルスの影響で経済環

境が一変していますが、サプライチェーンの国

内回帰など、新たな動きにも注目し、積極的に
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誘致活動を進めていきます。

次に、一つ上のＩｏＴ等のプロジェクト事業

化件数です。令和元年度の目標値９件に対し、

実績は１２件であり、達成度は１３３．３％と

なりました。

これは、カメラ画像解析を活用したＡＩメン

タルヘルスチェックシステムや、遠隔操作ロボ

ットアバターを活用した観光周遊促進プロジェ

クト等、県内企業の取組を補助等により精力的

に支援した結果、目標値を達成したものです。

今年度も引き続きＩｏＴ等を活用したプロジ

ェクトの事業化に向けて取り組んでいきます。

最後に、ページ下段の（９）の指標名、外国

人宿泊客数です。未達成の指標です。令和元年

度の目標値１４７万人に対し、実績は１２０万

７千人であり、達成度は８２．１％となりまし

た。これは、国内宿泊者と同様にラグビーワー

ルドカップ期間中に欧米豪から多くの観戦者が

訪れたものの、韓国人宿泊者の減少が大きく響

く結果となりました。

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、

さらに厳しい状況に置かれているので、県とし

てもまずは国内の誘客を推進していきます。

続いて、４３ページを御覧ください。

新型コロナウイルス感染症への対応について

です。コロナによる影響が生じている本県社会

経済を緊急的に再活性化するために策定した大

分県社会経済再活性化戦略について御説明しま

す。

新型コロナウイルス感染症は、一時期と比べ

落ち着きつつあり、本県の感染症の発生も散発

的と言える状況です。しかしながら、本県の社

会経済は、人と人との交流や移動の縮小により、

大きなダメージを受けています。

資料の４４ページを御覧ください。

まず、県内企業の景況感ですが、４月から６

月にかけて実施した、５００社企業訪問調査に

おける業況判断指数は、悪いと答えた企業が急

激に増加しています。半年後の景況感に関して

も、先行きへの不安感は引き続き大きいと思わ

れます。

資料の４５ページを御覧ください。

一方、明るいデータもあります。例えば、食

品加工の分野では、家庭での食事が増え、加工

品の需要が増えたこと、また、通信・情報の分

野でも、オンライン需要によりホームページ制

作やネットショップ開設依頼など、新たな顧客

獲得に成功したこと等もあり、良い影響が大い

にあったと回答した企業もありました。

資料の４６ページを御覧ください。

製造業においては、苦しいながらも５８．２

％の企業が引き続き投資マインドを持っている

ことも分かりました。

資料の４７ページを御覧ください。

県内企業の業況判断指数は、リーマン・ショ

ック時と同水準の落ち込みとなるなど厳しい状

況ですが、ウィズコロナという気持ちで、ＰＣ

Ｒ検査や医療体制の充実など感染拡大防止を図

りながら、社会経済活動の再活性化の取組を進

めることが重要です。そこで、本県社会経済を

緊急的に再活性化するため、民間企業と行政等

関係者が一丸となって大分県の未来を共に創り

上げていくための、基本的な方向性を示す大分

県社会経済再活性化戦略を８月２７日に策定し

ました。

資料の４８ページを御覧ください。

戦略では、あらゆる分野の県内中小企業・小

規模事業者等の新しい生活様式への実践に向け

た対応・挑戦を後押しするとともに、新たな産

業の創出や地域課題の解決に向けた取組の方向

性をまとめています。

資料の４９ページを御覧ください。

観光では、県民に県内周遊を促す情報発信の

強化やワーケーションなど、新しい旅のかたち

へ移行したり、次の５０ページの飲食では、イ

ンターネットによる購入の増加・定着や地元経

済の価値再発見など変化を捉えた取組を進めて

いきます。

次の５１ページをお願いします。

芸術文化・スポーツの分野では、新しい生活

様式下でも主催者等がコンサートなどを催行で

きるよう、安全面と経済面のバランスが取れる

仕組みの検討、次の５２ページの交通では、Ｇ

ｏＴｏキャンペーンと連動した地域交通の利用
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促進に取り組んでいきます。ものづくり分野で

は、紫外線殺菌装置など新しい分野への挑戦や

計画された設備投資を停滞させない取組の推進、

次の５３ページですが、農林水産業では、イン

ターネット販売など新たな販売チャンネルの拡

充や家庭の食事需要の増加などニーズ変化に柔

軟に対応できる商品形態の多様化などを進めて

いきます。

次の５４ページをお願いします。

土木建築業では、経済の下支え・県土強靱化

につながる公共工事の早期執行、ベンチャーの

力による経済・社会変化の加速化を促進してい

きます。

５５ページをお願いします。

また、宇宙港を核とした新たな産業育成、大

型イベントを活用した県産品の販売機会や芸術

活動の発表機会の提供にも取り組んでいきます。

５６ページをお願いします。

さらに、感染症に強い経済構造を構築するた

め情報通信インフラの高度化、次の５７ページ

ですが、大都市圏と比べて感染リスクの低い地

方という強みをいかしたワーケーションなど新

たなニーズへの対応のほか、感染症や災害リス

ク等不確実性に備えた企業の事業継続計画（Ｂ

ＣＰ）の策定なども推進していきます。

次の５８ページを御覧ください。

また、Ｗｅｂも活用した関係者との議論につ

いては、継続・強化していきます。この戦略を

もとに、民間企業と行政関係者が一丸となり、

迅速かつ確実に実行していくことで、感染症の

影響により落ち込んだ本県社会経済の再活性化

を前に進めていきます。

続いて、５９ページを御覧ください。

令和２年７月豪雨に係る被害と対応状況につ

いて御報告します。

左側、１概要を御覧ください。

今回の商工・観光関係の被害件数は１８６件、

被害額は約５１億円と把握しています。これは、

平成２９年の九州北部豪雨や台風第１８号と比

べても大きな数字となっており、８月２８日に

は激甚災害の指定も行われたところです。

市町村別では、日田市、由布市、九重町の順

に大きくなっており、特に天ヶ瀬温泉や湯平温

泉、宝泉寺温泉など、川沿いに立地する温泉地

でまとまった被害が発生していることが特徴と

言えます。県では現在、国と連携し様々な支援

施策を準備しています。

右側の２支援施策を御覧ください。

まず、大きな被害にあった中小企業者等の施

設や設備の復旧支援のため、上限額３億円のな

りわい再建支援補助金を準備しています。コロ

ナ禍との二重苦の事業者に対しては、県独自の

上乗せで補助率を６分の５まで引き上げる予算

措置を行っており、熊本地震や九州北部豪雨の

被災とあわせて三重苦の事業者には１億円まで

定額支援も可能とする特例措置も設けています。

既に県内各地において、商工団体の協力によ

る地域別説明会や個別相談会を開催し、多くの

事業者への直接対応を行ってきて、今後は順次

申請の受付を進めていきます。

また、国では、被災した小規模事業者が事業

再建に向けて行う取組を支援する被災小規模事

業者再建事業の募集も同時に開始しています。

こちらも県独自の上乗せ措置により補助率を６

分の５に引き上げており、なりわい再建支援補

助金とうまく使い分けながら、商工団体と連携

し、柔軟な支援を行っていく予定です。

そのほか、コロナ対策の無利子・無担保融資

の対象を災害復旧に拡大するなどの金融支援や、

被災観光地の復旧のタイミングを見計らいなが

らＧｏＴｏトラベルと同等の旅行代金割引支援

も実施する予定です。

こうした支援施策により、被災事業者に寄り

添い、心を込めた支援を行っていきます。

資料の６０ページを御佐藤先端技術挑戦室長

覧ください。

宇宙港関係の取組状況について、４点御報告

します。

１点目ですが、この宇宙港の取組についての

情報発信、普及啓発を図るため、プロジェクト

・ロゴマークを制作しました。提案公募方式で、

審査を行い、大分市の有限会社デザインマップ

の提案を採択しました。

２点目です。６月議会で報告した宇宙港に係
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る調査事業の委託先ですが、提案公募方式によ

り、株式会社野村総合研究所に決定しました。

調査期間は、本年度末までとなります。

３点目です。宇宙港の取組を進めるための準

備の一つとして、ＩＳＴＳキックオフイベント

を開催しました。こちらについては、別途、新

産業振興室長より御説明します。

最後に、９月４日、内閣府と経済産業省が実

施する宇宙ビジネス創出推進自治体に、本県が

採択されました。本事業採択により、今後、専

門人材の派遣等の支援を国から受け、宇宙港関

係事業等に取り組みます。

続いて、宇宙に関する取組の一つとしてＩＳ

ＴＳキックオフイベントの開催結果について新

産業振興室より御報告します。

資料の６１ページをお開小石新産業振興室長

きください。

ＩＳＴＳキックオフイベントの開催結果につ

いて御報告します。

御案内のとおり、宇宙技術および科学の国際

シンポジウムが来年６月５日から１１日に開催

されますが、先月８日から９日にかけて、キッ

クオフイベントを別府ビーコンプラザにて開催

しました。ＩＳＴＳ組織委員長の中須賀東京大

学教授や宇宙飛行士の山崎直子さんによる基調

講演やＶＲ体験などを行い、参加者は延べ約９

００人でした。

小型人工衛星やスペースポートの可能性など、

宇宙への理解が深まるイベントであったと感じ

ています。

引き続き、大会本番に向け、県内における宇

宙への関心を喚起し、県内企業の宇宙関連産業

への挑戦意欲の醸成に努めていきます。

ただいまの４件の報告について、衛藤委員長

質疑等はありませんか。

説明があった５９ページ、なり今吉副委員長

わい再建支援ですが、９月１１日から公募して、

今もう何件かは来ていますか。

９月１１日から公募馬場経営創造・金融課長

を受け付け、今御相談を受けている状況です。

計画を作っていただくことになるので、個別の

相談会も事前にはしていますが、事情を伺いな

がら計画を作っていただく状況です。自治体で

は申請はまだ直接受けていません。丁寧に説明

したいとは思っています。

事前説明会も、私も九重の人に今吉副委員長

聞いたら大変喜んでいましたから、多分申請も

多いと思いますが、締切りはいつですか。

第１次締切りは９月馬場経営創造・金融課長

３０日になっており、これに間に合わない方は

第２次の公募でお願いしたいと思っています。

５９ページに県内の商工・観光関係麻生委員

被害１８６件と出ており、被害が多かった日田、

由布、九重で１５９件、その他２７件というこ

とで、その残り２７件の自治体の内訳が分かれ

ば教えてください。

それから、大事なことは１８６件が何らかの

支援メニュー、どこかに申請されて成果を得る

と、前に一歩出始めることが大事だろうから、

その進捗状況、また申請状況部分も報告いただ

ければ幸いです。

気になるのは１８６件以外の商工観光関係以

外の事業者の把握はどうしているか分かれば教

えてください。分からない分は後ほど報告いた

だければ幸いです。

今手元にありません馬場経営創造・金融課長

が、後ほど説明したいと思います。

豪雨被害の市町村渡辺商工観光労働企画課長

について、大分県全域が激甚指定されているの

で、今回の事業全てがそれぞれ被災された方の

対象となっています。

内訳自体は、細かくは今御説明できませんが、

大分市内もありますし、杵築とかで、例えば１

件や２件のものはあります。そういったところ

の数の把握は商工会議所、商工会などと連携し

て把握しているので、これ以上増えることは余

り大きくは想定していませんが、そういった方

々がいらっしゃれば、商工会、商工会議所等を

通じながら、さらに申請状況をＰＲしていきな

がら受付をしていきたいと考えています。

大分市内でも床上浸水とかがあり小麻生委員

規模事業者とかに申請したか聞いたら、全く存

在そのものも知らなかったので御紹介しておき

ましたが、そういったところは県下全域で結構
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あるのじゃないかと気になったので、ぜひその

辺は再点検が必要だろうと思います。

５６ページで、今、菅政権が始まっ末宗委員

て、行政のデジタル化の加速ですが、私の周り

を見ると、半分以上が余りデジタルに対応でき

ない人間ばかりだけど、大分県が円滑にデジタ

ル化に移行できる可能性は。これは大問題だけ

ど、今デジタル化したら、いろいろな所得割引

とか行政がそういうやり方を今やっているけど、

そういうものに通じた者だけがいくらか行政の

恩恵を受けて、年寄りから何から、貧困層とか

はある意味また格差を生んでいく。ふるさと納

税と一緒のようなものよね。金持ちはふるさと

納税で恩恵を受け、貧乏人は一層ね。今から政

府がやるんだけど、大分県は本当に行政の末端

まで全県民を含んでやれる可能性を聞きたい。

行政のデジタル化ですが、島田情報政策課長

デジタル技術が進展する中、いろんな活動につ

いてそういう技術のメリットをちゃんと受けら

れるようにする取組としては、デジタル化はぜ

ひ必要になってくると思います。

一方で、御指摘のとおり、デジタルを使いに

くいという方がおられるので、そういった格差

について、全ての方にデジタルで手続していた

だくのではなく、そういうところはきめ細やか

に対応が必要だと考えています。

全般として、まだデジタルに対応できていな

い部分もたくさんあるので、そういった部分に

ついてはしっかり進めていこうと考えています。

そういうのは分かりきっているけど、末宗委員

国が今から来年度デジタル庁を設置してそうい

うことをやるときに、現実に行政だから、県民

とか国民みんなが対応できないと、デジタルに

対応できる者だけが対応して行政が成り立つわ

けじゃないから。コンピューターのために人間

を見捨てるようなことをする必要はないから、

その乖離はなかなか埋め難い気がする。埋め難

いのを埋めるのは無理だから、そこらあたりを

県が自分なりの哲学を持って、この問題を――

世界の潮流がこうだからと言って、日本がそれ

に対応できるわけじゃないから。世界は世界の

１００年なり、古く言えばローマ帝国からだっ

たんだけど、そういう歴史から成り立っている

わけだから、大分県で恐らく皆さんのお父さん

とかお母さんは対応できない人も随分いると思

う。それを教えたらできるかと言ったら、大変

また至難の業で、コンピューターはどんどん進

歩するから。ただ首相官邸で言うから、どんど

ん予算がついてくるので、進めるという形にな

りかねないと思っている。そして、国民をそう

いう中に巻き込んで、また一層混乱を生んで、

いろんな問題が起きて、成果が一つも出ないで、

という結果になりはしないかという気がするか

ら、そういうのを担当課長なら自分なりに基本

姿勢を、担当課長として寝ずに２４時間毎日考

えて、行政がどうしたものかというところを進

めていただきたいよね。

部長、所見を国に帰ったときに言わんといけ

んのや。

県がデジタル化を進め高濱商工観光労働部長

るにあたり、情報に弱い方にこそ優しいツール、

そういった方に貢献するのがデジタルという考

え方でやっていきたいと思っています。デジタ

ルに強い人が得する社会じゃなくて、デジタル

に弱い人に優しいデジタル化という形で、行政

の効率化のみならず人に優しいデジタルという

形で進めていきたいと思っています。

そういうことやね。竹中平蔵さんが末宗委員

なるべく生活保護や年金をなくしたりするベー

シックインカムというのを言っていたよ。その

問題と、去年言ったことがあった気がするけど、

中小企業法を今度政府があたると思うよ。９９．

７％を占めている中小企業を恐らく色分けして、

特例のところは投資していくという根本的な政

策になるんだろうけど、いろんな問題がまた生

じると思うよ。そこあたりの見解を商工観光労

働部長、国の流れを教えてくれ。

国の政策と言うか、私高濱商工観光労働部長

の思いとしては、頑張る人が損をしない社会を

創っていきたいと思っています。頑張らないの

に単にお金をもらうということではなくて、何

とか苦労して頑張ろうとしている人、変わろう

としている人がしっかりその恩恵を受けるとい

う形で商工観光労働部としては支援していきた
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いと思っています。

さきほどの社会経済再活性化につい玉田委員

て、ざっくりした回答でも結構ですので、ずっ

と心配していたのは、コロナの影響で事業承継

がうまく進んでいくのかということ。

それから、創業支援、さっき末宗委員が一番

最初の質問で触れましたが、心が折れて廃業し

たところはデータとしてきちっと上がってきて

いるのかなと思いながら聞いていましたが、そ

ういうことも含め、県が事業承継は重要だとい

って取り組んできた部分が、この４月から今の

段階でどういう状況かということを。

それから、若い人たちの創業を支えてきたけ

ど、これは今の段階で想定どおりいっているの

か、具体的に何件とかじゃなく、今の状況でざ

っくりした感覚でもいいのでお願いします。

まず、事業承継につ馬場経営創造・金融課長

いて、御指摘のとおり、今後、コロナを受けて

廃業したり、そういうおそれは出てきます。県

事業引継ぎ支援センターと一緒になり、事業承

継を支援する方々、支援機関へのセミナーと、

これから承継しようという方々へのセミナーも

しています。私もセミナーに出席しましたが、

そういう方々は意欲的に前向きに今後のことに

ついてしっかり考えられているなと思っていま

す。数的には把握できていませんが、そういう

方々の支援をしっかりしていこうということと、

また、そういう方々が増えるということで、１

０月から個別の大相談会という事業承継相談会

をしようと、今、事業引継ぎ支援センターが受

付をしているので、そういうところもぜひ活用

していただければと思っています。

それから、創業支援ですが、創業もコロナの

関係で少しマインドが低くなるのかなという部

分もありましたが、逆に、今こそ創業したいと

いう方々もいます。そういうマインドもそこま

では冷えていないのではないかという部分もあ

るので、今回の補正予算でデジタルトランスフ

ォーメーション大分、そういうデータを使って

事業をしたいという事業者の伴走型の支援もし

ています。前向きなことを考えている事業者を

募集し、ＩＴを使って事業実施の伴走型支援を

していこうと考えています。引き続き創業支援

もしっかりやっていきたいと思っています。

具体的に承継の手続が進んでいたが、玉田委員

止まっているとか、創業するけど、そこが今足

踏みしているとか、そういうのが増えていると

いうことではないですか。

具体的にそこの話は馬場経営創造・金融課長

まだ聞いていませんが、今回１０月の大相談会

等も含めてそういう話も伺えればと思っていま

す。

私から経済構造の再構築のところ衛藤委員長

です。６月にも触れましたが、例の中国からの

工場移転の誘致について、間接的に聞くところ

だと、２，２００億円の補助に対して今１．７

兆円ぐらいの申請が来て、１千件を超えている

という話を伺っています。大分県は６月からど

ういう形で企業誘致をしてきたのか、これまで

の状況を教えてください。

もう一つ、日本に回帰する中で、問題になっ

てくるのは電力料金のところ、さっき企業局で

も触れましたが、臨海工業地帯は工場が大規模

なので、年間の電気料金が億単位に上ってくる

ところが結構あります。そこで伺ったのが、今

ＳＤＧｓの関係で、ＥＳＧ投資家からＣＯ２フ

リーの電気を使うようにと要求が来ていて、某

大手電力会社に聞いたら、今の１．３倍ぐらい

の単価を言われて、頭を抱えていますという話

も伺っています。その点も県として今後誘致を

進めるにあたって、かなりネックになってくる

と思いますが、電気料金をどのように考えてい

るのか、あわせて教えてください。

最後に、災害支援のところですが、なりわい

補助金、非常に補助率を上げていただいてあり

がたいと思っていますが、７月の頭に起きた豪

雨で、今公募が９月１１日からということで２

か月空いて、中には二重苦、三重苦で厳しいと

ころもいらっしゃいます。補助金が手元に届く

ときに倒産していることがないように、申請し

てからのスピード感が非常に大切になってくる

と思います。これは国ではありますが、県から

も積極的に国にスピードアップをぜひ求めてい

っていただければという、３点目は要望で、以
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上３点よろしくお願いします。

サプライチェーンの国高野企業立地推進課長

内回帰の関係です。国の補助金２，２００億円

について、それにあわせて県で産業立地の補助

金の上乗せという形です。

その制度については、大分県のホームページ

でもお知らせし、あと海外にどのくらい今の立

地企業の拠点があるか全て調べ上げて、８０社

近く海外拠点があるというのを調べたので、そ

ういったところへのアプローチ等もやります。

特にコンビナート企業に対してもコンビナート

協議会の総会の場で個別に説明をして、事業の

紹介をしました。

委員長のおっしゃるとおり、７月２２日に締

め切って、今のところ２，２００億円に対して

１兆７千億円を超える申込みがあっているのが

事実です。その中で、大分県内でもいくつかの

企業が申し込んでいるという情報は得ています。

ただ、１０月にならないと結果が出ないという

ことで、今はその結果を待っている状況です。

電力の関係ですが、確かに企業誘致の際、電

力料金は大きな要素になるので、具体的に交渉

する中で、補助金とか、そういった支援制度と

あわせて電力を加味してしっかり把握しながら

誘致を進めていきたいと思います。

なりわい補助金の関馬場経営創造・金融課長

係で、申請から交付が遅いということですが、

国との調整、他県との調整もあり、少し遅れて

いる部分はあります。できるだけ早くというこ

とで、事前に、要綱が固まっていない段階で説

明会等はしているところで、御相談は常に承っ

ています。引き続きそういうところは寄り添っ

ていきたいと思っています。

また、資金の部分ですが、さきほども少し説

明しましたが、コロナの無利子、無担保の融資

についても、災害の部分は使えるようになって

いるので、そこの部分も活用しながら、ぜひつ

ないでいただければと思っています。

電力に関しては、これからＣＯ２衛藤委員長

フリーが、機関投資家からもかなり要求されて

きているという話を伺っています。企業局が水

力もやっているので、そこのところを企業局と

も商工観光労働部で連携を取っていただきなが

ら、企業のニーズに応えられるようにぜひ対応

していただければと思います。企業誘致でこれ

から地元にばくだいな雇用を生めるチャンスが

今来ていると思うので、この状況を逆手に取っ

て引き続き頑張っていただければと思います。

どうぞよろしくお願いします。

それでは、委員外議員の方は、御意見などは

ありませんか。

今、第４次産業革命と言われ太田委員外議員

ている中、特に遅れているのが行政のデジタル

化で、これは国も盛んに推進を言っていますが、

大分県として具体的に数値目標なりを持ってこ

れを掲げているのか。

特に私たち議会も何かすごく遅れているんじ

ゃないか。このタブレットもまだ商工観光労働

企業委員会だけですよね。だから、できるとこ

ろから少しずつでもしていかないと、旗振りだ

けしてもなかなかついてこないのが現実かなと

思います。その辺のことはどういう考えで、ど

こが中心になって進めていますか。それもあわ

せてお答えください。

県庁の行政のデジタル化で島田情報政策課長

すが、数値目標は行財政改革推進計画の中で、

電子申請１００％を目指すという取組を進めて

います。様々な申請とか届出がありますが、そ

れを全て電子、パソコンとかスマホからできる

ように取組を進めています。

一つは組織に関わることなので、行政企画課

と当課で一緒になって、今、県庁内にあるいろ

んな手続のことを各所属からヒアリングをした

りして、どう進めようかといったところです。

例えば、押印の見直しを考えるとかも含めて検

討を進め、すぐにできるものは今年度中にも電

子申請等を進めますし、来年度以降順次進めて

いきたいと考えています。

こういうことにより、県民の皆さんがより多

様な形で申請できるように進めています。

一方で、その中で今、県でも太田委員外議員

印鑑を盛んに使用しているじゃないですか。そ

れはほとんど廃止の方向性ですか。

正にそこを今、各所属どう島田情報政策課長
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いう手続で、本当に必要な印鑑なのかも含めて

聞き取りをし、協議をしていくところです。必

ずしもというものであれば、基本的に印鑑につ

いては廃止をできればと考えながら進めていま

す。

ほかに御質疑等もないので、これ衛藤委員長

で諸般の報告を終わります。

さきほど保留していた第８９号議案について、

これより採決します。

なお、本案について、合い議をしていた総務

企画委員会の回答は、原案のとおり可決すべき

とのことです。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は、原案衛藤委員長

のとおり可決すべきものと決定しました。

この際、何かありませんか。

私は決算特別委員会に所属できない麻生委員

ので、この場でお願いします。

昨年度の働き方改革で、例えば、オフィスの

フリーアドレス化といったものに対して補助金

を出したり、県内企業も進めてこられたところ

かと思いますが、今回コロナであれは何だった

のみたいなことになっているんじゃないかとい

うところも結構あろうかと思います。そういっ

たことも含めて、これからの新しい生活様式は

どうあるべきかという問題提起が今突きつけら

れています。それに対してしっかり対応してい

くためには、さきほどの産業振興条例、中小企

業活性化条例といった部分、地域牽引企業のあ

りようとか、日本の中小企業のありよう、中小

企業基本法も国が見直しをしていくような動き

もありますが、それを待つより前に大分県とし

ては中小企業の皆さんとこういったことに取り

組んでいこうというような、逆に地方から実践

して提案していく条例見直しも先んじて取り組

む必要があるのではないかなと思います。

さきほど、デジタル化という言葉で、何か違

和感をお持ちの方も当然いらっしゃるだろうと

思いますが、目的は困ったときにスピード感を

持って情報共有して課題を早く解決していく、

そのためにルールが変わればツールも変えると、

ツールを変えなければ対応できないということ

だろうと思うので、そういう目的に合った形の

見直し、変えるべき点は変えていき、より優し

い社会になるような取組を商工観光労働部から

ぜひやっていただくようお願いします。中小企

業活性化条例とかの見直しを中小企業基本法の

国の見直しに先んじてやってほしいと思ってい

ますが、それについて何か思いがあれば部長お

願いします。

中小企業基本法も県の高濱商工観光労働部長

条例も、具体施策というより精神面としてしっ

かり書いているので、そこまで時代に応じて何

か事件、事故があって変えないといけないとい

うことはないと思っています。ただ、その精神

を実施する方法はどんどん時によって変わって

いくと思うので、今回コロナを踏まえてどう変

えていくかというところは、県でしっかり機敏

に動いていきたいと思っています。

デジタル化の目的もしっかりその認識でやっ

ていきたいと思っています。

ルールが変わればツールを変える。麻生委員

ツールに関しても市販の汎用アプリとか、そう

いったものを実践して使って、効率化を図って

いくことを、県庁職員が実践してみせることが

大事だろうと思いますので、ぜひよろしくお願

いしたい。商工観光労働部が先か、議会事務局

が先かちょっと競わないといけないなと思って

いるので、よろしくどうぞ。

ほかによろしいでしょうか。衛藤委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかにないようですので、これを衛藤委員長

もちまして商工観光労働部関係の審査を終わり

ます。

執行部は御苦労さまでした。

〔商工観光労働部、委員外議員退室〕

これより、内部協議に入ります。衛藤委員長

初めに、所管事務調査の件について、お諮り

します。お手元に配付のとおり、各事項につい

て閉会中継続調査をしたいと思います。
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これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、所定の手続を衛藤委員長

取ることにします。

さて、この後３点、ぜひ委員の皆さまに御意

見をお伺いしたいと思います。

まず、県外所管事務調査ですが、改めて今定

例会で協議することとしていましたが、御意見

等ありますか。

〔協議〕

それでは、県外所管事務調査は今衛藤委員長

年度は見送りということでよろしいですか。

〔「はい」と言う者あり〕

それでは、そのようにします。衛藤委員長

続いて、県内所管事務調査についてです。委

員長連絡調整会議の中で、定例外の県内所管事

務調査の実施についても各委員会で検討してほ

しいと話がありました。当委員会では、５月に

はＷｅｂ会議を、７月、８月には現地視察を実

施してきましたが、追加でどうするかです。

〔協議〕

では、県内調査は実施で、詳細に衛藤委員長

ついては一任でお願いします。

〔「はい」と言う者あり〕

ありがとうございます。最後に、衛藤委員長

参考人招致について、案をお手元にお配りして

います。

〔協議〕

参考人招致については、どんどん衛藤委員長

ノミネートしていただいてよいです。２人に来

ていただいてもいいですし。では、詳細につい

ては、委員長に一任でよろしいですか。

〔「はい」と言う者あり〕

ありがとうございます。以上で予衛藤委員長

定されている案件は終了しました。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも衛藤委員長

って本日の委員会を終わります。

お疲れさまでした。


